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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

様々な溶液環境下にて金属酸化物ナノ粒子の凝集、溶解、変性挙動

を観測および分析できるマイクロ・ナノデバイスを創出するととも

に、これら反応のサイズ効果や界面効果を熱力学的・速度論的に解明

する。また、英国側の数理科学的手法と組み合わせ、反応過程をモデ

ル化することを目指して、以下の項目を行う。 

１）マイクロ限外ろ過によるナノ粒子溶解特性評価 

２）溶解ダイナミクス分析 

３）凝集ダイナミクス分析 

４）ナノ表面微構造解析 

２．総合評価 Ａ ・燃料デブリ取出し加工に伴う燃料デブリの溶解や微粒子生成に関す

る知見は廃炉を進める上で重要であり、基礎基盤研究としても、化

学的に複雑な現象（H2O2影響下での固液界面で生じる様々な微粒子の

溶解・凝集挙動）についてメカニズムの解明や有用なデータの入手

がなされたことを高く評価する。 

・日英原子力共同研究として、英国と連携したジャーナル論文の投稿

や学会発表がなされたことも評価ができる。 

・一方で、現場適用の観点より東京電力との積極的な連携が望ましい

が、アプローチが弱かった点が残念であった。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 
 


